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系の磁気相図を明らかにした上で、強磁性消失点近傍の常磁性相において、電気抵抗 ρ および比熱 C の











過去の UCoAl の圧力実験では、二つの異なる相図が報告されている。一方は電気抵抗等の測定より 1.5 
GPa を、もう一方は交流帯磁率測定より 2.9 GPa を量子臨界点とした。本研究では電気抵抗の測定が
行われていなかった 2.4 GPa 以上に特に注目して電気輸送量測定を行い、量子臨界点位置の決定および
圧力下の量子相転移を明らかにすることを目的とした。はじめに電気抵抗の A 係数を評価し、約 2.6 
GPa で最大となることを示した。これは量子臨界点の存在を示唆するものであり、交流帯磁率による先
行研究に近い結果となった。電気抵抗による先行研究との相違は、A係数の温度依存性にあると考えた。




の相転移が示唆される近傍では広い圧力範囲にわたって電気抵抗にρ ∝T n (n ≈ 5/3) の非フェルミ液体
の振る舞いがみられた。これは強磁性スピンゆらぎを示唆する温度依存性だが、フェルミ面の相転移と





























UCoAl は常圧で常磁性体であるが、本研究では Co の Os 置換によって強磁性が発現することを
利用して、強磁性消失点近傍の電気抵抗と比熱を調べ、強磁性消失点近傍の常磁性相ではフェル
ミ液体描像では説明のできない異常な温度べき依存性が存在することを明らかにした。特に比熱
の振る舞いはこれまでの遍歴強磁性体では知られていなかった性質であり、強磁性消失点近傍の
量子揺らぎが、既存のスピン揺らぎ理論とは異なる性質を持つことを示すものである。 
メタ磁性および量子臨界点の性質は、UCoAl の静水圧下における磁場中電気抵抗、磁気抵抗、
ホール抵抗の測定によって調べられた。その結果、異常な臨界散乱を伴う転移とフェルミ面のト
ポロジカルな転移を示唆する転移を新たに見出した。いずれも、これまでの状態密度の形状に由
来するメタ磁性転移の機構とは明らかに異なるもので、遍歴電子強磁性体が示すメタ磁性の理解
を深化させる重要な手掛かりを与える発見である。また、本研究では、量子臨界点での電気抵抗
の振る舞いが、強磁性消失点近傍の性質とは対照的に、マージナルなフェルミ液体の描像で理解
できることを示した。 
本論文の成果は、UCoAl が遍歴電子強磁性体における新奇な機構を内包する多彩なメタ磁性転
移を示す系であることとともに、強磁性消失点で誘起される磁気揺らぎが従来の量子揺らぎと異
なるタイプであることを明らかにしたものであり、高く評価できる。これらの研究成果は、著者
が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがっ
て、前田瑞穂氏提出の博士論文は、博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
